
（１）コネクタ準備
気象センサーからのケーブルを⑤に接続します。

（２）SDカード準備
付属のSDカードを④に差し込みます。

SDカードは、付属のものを使用してください。

市販のSDHCカードは使用できません。

◎本体説明 ①

② ③

（４）観測開始
⑤ ⑦　⑥ ④ 設定が終わったら②の（→）を長押しすると通常画面に移行し、

観測が開始されます。

（上段）カレンダー表示

（下段）各種メッセージ表示

⑦の外部DC12V電源を使用する場合のみ センサーとの通信が正常に確立すると、LCD表示器は消灯します。

センサーへ電源を供給します。 センサーからデータを受信したタイミングで⑥のLEDが点滅します。

その時は、センサーの電池は外してください。

ショートし壊れる原因になります。

⑧電池で使用する場合は、センサーへの電源供給は

行いませんので、センサーも電池で使用してください。

データは1分毎に蓄積されていき、いずれかのキーが押されるか、

60分経過のタイミングでSDカードに書き込まれます。

SDカードへ書き込みを行っている時には、下記メッセージが

表示されますので、SDカードの抜き差しを行わないでください。

データはCSV形式でSDカードに保存されます。

風向、風速、温度、湿度、瞬間風速、雨量、紫外線、照度、気圧

の9種類です。

⑧ 受信データを直接SDカードに書き込むため、SDカードは差したまま

①　液晶表示画面 使用してください。

②　（→）キー 後から、受信データをSDカードに書き込むことは出来ません。

③　（↑）キー PCに取り込む際は、本機のいずれかのキーを押して

④　SDカードスロットル SDカードに書き込んでから60分以内にSDカードを戻してください。

⑤　通信ケーブル用コネクタ
⑥　LED表示灯
⑦　外部DC12V入力用ピンジャック
⑧　電池BOX（単三４本）

長押しで早送りします。

（３）時刻設定
⑧電池を入れる、または⑦外部DC12V電源を接続すると

①液晶画面にカレンダー設定画面が表示されますので、

下記の手順で時刻設定を行ってください。

②の（→）キーで項目を移動します。

③の（↑）キーで数値が加算されます。最大値まで行くと最小値に戻ります。
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